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尼崎市支え合いを育む人づくり支援事業 教育・研究活動事業実績報告書 

教育・研究活動名 子どもたちへ防災理解を広めるプロジェクト  

申請大学・高校等名 

大学及び 
高校等名 

関西国際大学  

活動 
グループ名 

児童文化研究会 (Child Culture Club) 
参加学生
等人数 

 32人 

指導責任者名 
及び連絡先 

学部・学科等
名称 

教育学部教育福祉学科 

責任者氏名 椋田 善之 
連絡先 
電話番号 

 

E-mail  

協働する市民活動団
体及び代表者名 

団体名 紙芝居サークルどんぐりの会  

代表者氏名 中嶋 裕子 
連絡先 
電話番号 

 

E-mail  

教育・研究活動 
目標 

様々な災害が多発している昨今、災害に向けた防災の取り組みを行うことが各地域で求 
められている。特に本学学生は、保育士・幼稚園教諭・小学校教諭等を目指す者とし 
て、地震などの災害が起こった際、どのように子どもの命を守り抜くかについて今一度、検 
討していく必要がある。そこで、本プロジェクトでは、地域の実態や子どもの防災に対する 
現状を把握した上で地域の子どもたちに向けたオリジナル紙芝居またはペープサート等を 
作成し、子ども達への安全教育を実施することを目的とする。 
また、子どもへの安全教育を考えた際、保護者への情報提供も必要である。親子で参 
加できる遊びのひろばを開催し、その中で安全教育を行うことにより、保護者への安全教 
育、並びに子育て支援への取り組みにつなげる。 

活動内容及び 
実績、評価 

＜活動実績＞ 
5/5 児童文化研究会 子ども向けイベント Q‘ｓパーク 
8/6 市立尼崎高等学校主催小田南生涯学習プラザ夏まつりへ子ども向けイベントでの
出展 
10/1尼崎市民まつり 出展（こどもの広場） 
12/3 尼崎市公設地方卸売市場 冬の味覚祭り（食育紙芝居・読み聞かせ） 
1/13 Ｑ‘ｓモール レンガの広場  
2/29 「どんぐりの会」メンバーとの交流 
3/30 関西国際大学活動報告会における活動のポスター発表 
 

児童文化研究会では、上記のとおり地域の子ども向けイベ
ントへ積極的に参加するとともに、日常的に大学附属や系列
の幼稚園・保育所へ出向き、子ども向けの遊びを展開してい
る。そこでは、手遊びや絵本の読み聞かせ、ダンスを行い、そ
の後、保育の専門性の向上に向けて先生方ともふりかえりをし
ている。 

 
昨年度、連携団体である尼崎市の絵本サークル「どんぐりの会」「ハートフリー」の皆様

からアドバイスを受け、今年度は子どもたちの防災への意識を高めるための取り組みとし
て、オリジナルの防災紙芝居を作成した 今回は、ストーリー作成からキャラクターの案出
しまで、全て自分たちで行った。また、尼崎市は海抜０メールの地域が多くあるということも
あり、テーマを「津波」にして紙芝居の内容を考えた。そして、絵本のタイトルは「ゆめでよ
かった」とした。 



1/13のQ‘ｓモールのイベントで今回の絵本のお披露
目をしようと準備をしていたが、能登半島地震の影響
もあり、急遽プログラムを変更することになった。その
ため、2/29 に「どんぐりの会」メンバーを大学に招待
し、オリジナル絵本のお披露目会を行った。 
メンバーの皆様からは、「津波のテーマにも関わら

ず、可愛く子ども向けに描けていたことや、セリフが多
くて内容が面白かった」と評価していただいた。また、
改善点として、「タイトルを大きくする」「キャラクターの

緑を大きくする」「タイトルをネタバレしないように変更する」「津波のシーンではキャラクタ
ーと波の遠近感を強調して描く」「冒険でチョキ（キャラ）が遊んでいるシーンを追加する」
など具体的な意見をいただいた。 

 
以上の活動から、想定していた活動以上の成果として、オリジナル絵本の作成や想定

以上の多くの子どもたちに向けた絵本の読み聞かせを実施することができたと考える。 
 
・地域イベントの中でも、歌遊びを交え、絵本の読み聞かせやダ
ンスをすることで、子ども達を連れた家族の集客につながり、イ
ベントの活性化にも貢献できた。 
また、学内においても 12 月から、KUISｓこどものひろばを開催
し、地域の子育て支援の活動が始まった。今後、本団体のメン
バーも参画し、イベントの開催などを行っていく予定である。 
 
・小田地域のイベントや交流会で
一緒に活動させていただいた丸

一興業株式会社と連携し、子ども向けイベントやこどものひ
ろばで活用できる安全なダンボール家具を検討し、設置し
た。地域活動に熱心な地元企業である丸一興業とのコラ
ボで安心・安全なダンボール遊具の開発の話題も上がっ
ている。（報告会の際、段ボールベッドとともに展示を行っ
た。） 
・学生達は紙芝居の作成を通して、尼崎市の地域特有災害について考え、防災につい
て、子どもに伝える手法を考え、さらに能登半島地震によって、災害が子どもに与える影
響についても考える機会となった。 
・ただ、この活動が防災の意識にどれくらい繋がっているのかは調査などを行ってみない
限りわからないため、引き続き、絵本なども活用しながら、子どもや保護者のさらなる防災
意識の変容の解明に努めていきたい。 
 
・今後オリジナル絵本を動画に撮ってアップしたり、各園でお披露目会を行ったり、地域の
防災と児童文化に貢献していきたい。 
 

※ 報告書の内容及び掲載写真は、市報、ＨＰ等の市の発行する媒体への掲載される場合がありますので、事前に
学生等の同意を得た上で、提出をお願いします。


